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ちに，二うしたしケェ|しの主貝原で、広十今にく碕主主〉が鳴き陣、リに忌ら 1怠"之友

当 l. 部慌をさ与に執鏡台少なレ旬、エ lレ，つまり純瀞にa~0形~<.きあ~~苧協に

99め三のである.持話研警視p.，図?左1.I¥乙風化に君主わすよう及構造主主・めロ

ヂ w うE モラ今~ë- 芝生に~ï\=現す三ち の肥?とち之ふう σ

っき、1二ひ 工つひ工つの愛妻に目 をむけ三民 Cj， ~胤はちょうと、ツズヱー lνC乃

桑昆し在拘包の γス千ムモのをのJgf.c乃さ、五三。ーすく尽く Eこちレウ'1'ヌトロー

スの捧持に許， ¥之!正追う芦。定力、ち， 告で号論の同事ミであ三解宅建の 作 業 一 一 記 号

。ち/之千L>..~~ 1) たた11.与す実存左翼畏 q~ 手被乏一一 広構建主義の伊ームに
ザ1'''7ヱト

15"置さfd.1-' τ~~. 1，固定の変要 E 町士lのミ/之子ム八王こ〆内角李乙， 主主mら祖互の支7担問

2:) 

2s' 

簡を誕畏してく措定>を抽臥す 3ニモ ということにÍé}..~。

かく L之. 'FJ..にごとか E解決包んとす 3iで号静香TJ.. 芝の討史をあ aeのめ

主主「と温定予さ照りに計(，マ， 周時た集令かは 芝こに晴、立札たく荷主〉を見

弘主人之ず る宿直主事吾之し Ze隠語治むくて広広ら巳 1¥0 

H.B. 食事担と I¥V1， Ri圭二r¥A"F-:. -<壇謹〉と¥'うしみと五三、表層積走乙i英語濯詰乏前

て問看乏金也王足閣に.J:.ゥ之つ及〈ゴ、，を帝主l玄という主専 1a孟島理誌の二三二をつ

1 ¥ i!恵し'之しまうかモ l~Iし忌 1\ 0 しか仁千ョムスキー CN. Choms~ッ〉の変地支

法之レゲl'之 L且-zの笛よ主主主主之のあ1¥1:ぎにfd.-， 主主んのつ思か"1)壱怠く，

ー抱は~Il ZO¥ EG乃さあ:1_ ζセアヌ乙宅三罷tl'L1:::.周魚河、あろのか己乙れな¥¥0昆ブ、

i1'~r-もさfð.ご、敦子主畑、訳、1\た1\0) 

4 記号論八の.::1tt.-'Fl1

記号話通Z橋進主主主之折、宮支色 ιたよ庄の侮言妻子 f玄TJ，.， 安岡上， 芝玄-!"まの文化

13 

‘ 

民震のの析にしぼ、しぼ砲当 E 臥、17Ë~揮亨~.打、くして提琴協臥いまや 蓋昧

の科与をま豆うを7のとして，をの I之官主e固めつつある 11、l之訴える。しかしま戸

記号輸に閏して日、未解決め国毛色?問題余í :e，1.F.::.'7 I'~ ちわ号、門"にほ:'a~フ 1忌(\ 0 

をのうちのいくつか E平条例する a

穿4に， 記軽三 橋 f;1.1¥し干五蓮主主与に片して室主てEら此しミユ， タト主的忍T依半1¥。 タ

二Uし!手最号 Eくからお三今〈つ唱のをのち， マルヴズ主主主〉の民王者I二守主主わなI，つE

)レザョワイ干オ口ヂーさある Eこか，人閣の色盟主尾をみとめ]d.1¥夜人間主主さ、

あき乙か決めつ灯ミゴド車生Eいう。マ lレケズ主主柔との周f南区主要 1弘め 3，/ 少し民‘

|寸並/ててみよう。

マJレケス主三議、の私芸会から5>;1; '(ニ， 告さ弓現場::..e色尚之人圏内知的く生亀0))つる 10

白色ス?をの間程t ミ与知言語‘ ιL器密tit)f手，の三らずら註生のよ')差邑にあ 5

要俸的7手ut!.f，呈 ζ下郎植え〉に理主主れ玉。 l二のいみで マ!レケス主義、lユ.c:..

くに記号論怠'6，~、専とし Tð-¥¥ 0) 二In.に対して授与三論 l"d， をのよう色世民間怖

を¥"認ぜ白 むし 5~喜にを仇獄、ち丘9~ 臥す併のは 1\ ごと乏主張ヲちくを主主世の

1竜E笠)0 マ lレグス主暴問、恒常ヤ者杵芝乏乾す三味色.純比に広i色主為的に1a3 15' 

し. 乏の僻液t同程主主為的，主主f志還元帥?きとのと/忌 Zし記号拍手う負持者えは三lY¥i:こ

ちがって. i固とZ の作品の表喧にとらわし札~n弔孟主誌偽芯号 0) 問。

N.B. 抱の弁在的Jd;:ftt判と問調、，マ1レケス主主主、のきれ rn、か.!)~ LEii主T7、ら穐柄9'2.ò(，~ 

!引きいのか号レ¥.t¥..-7a:¥ ¥ 0 しかし私の更解ちは え聞め知的沼者間車鮮に閣し之，

て lレワス主築相官包号持l二完7T 打予ささß."こ~広誌と匿掠とし之 l\à 'i.息う. 'X 

jレグズ主義の室長賛同生絶した念のであ Eために「手、下部直邑乏高下村三話η1"ゴ

リー ιEと之官，帯働之 T7~ 商品之 fア，ー--") t於上初宿遣に快再し~\\ <:'定為さ

ま志けt.l¥.ぼ、広ら7d-¥¥ 7穴:芝山手時中乙'2"怠(¥し今主主主張主力二foe1十ごみを存れか

らでるる.二U¥.fd..マI¥...Iフス主義0)寝14:的s，¥竺黒領15・， 主危.te号モ亀有ひに君事悪さ、

き巳t>~ ゥ Eこ~之常吉てとつ( \之 l 、 ~Q

わが圏内茨号掃が.マ1しつス主義と舛夜し主主17"ち戎・長したと1、うより予，て !ν

ヴス主主主、の敬義tJを主互寸Eて是浮Rし之 1¥ヲ E主白を垣島きょう ι.清弘昼し之主?とと

しか主主主7ミト刊の臥賀怠きあ三。

事2に，者乏毛誌の論理に向在的存， t i五 掛 的7ユ批判.
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2C 

記号堤ゑ11-， 人間q 急提瓦活動7今界にま'R:.Tfi、ミL基本岳会な現坂で‘五三。をこ号、ョ

当然にそ，告で思論の鴻it= I事~軍事五品開珂角毛、住戸官、ひらか仇之\\ a亡と!こo.三。ー
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次2
うして払丈品問くむ右中u凶\O~ゆ一一畠語草の夜ì:z. Eちま邑理長以令トにl垣間しt 少

す5二 Eこ一一-t入、、一紋的 E領自1と広三。モここ31.円、L 祐大通用の正当濯を焦証言三

その lユ宅テヒ与と7ゑに t引い強 1，之主主之町/ 'ii'界誌が買にL 芭尾亡すすん己、 l、3

く c 当じろ記号論者マ決邑11'..-1色9"、、Jr)二之 f主さ、あ ~η:' 二仇1亡し之予，事Et正見事

ちの茎嵐妙B宿先干魚王にくら八，~ â ""2二，広島広た‘ I~ t-とtJ..¥、 tので‘局私レザτ

=ストロー之の待毎掌にし之ち， このような弘文通用の一向lきあ 3うか三工き

に主主色術的とj，!手工IA¥..~ /;;l、、かりの包J.....去さあヲて周 C、守、-9E..同¥¥之Tラt)Q以金ト

の 人闘が種之間じ結祷をう玉さ、~3 うと Ið-.f主どにく 1¥" こうし之良iiE司首ぞ↑注に

王乙竹のさ，議室ミ!こ左え之ゆくと記号論~\\ι種主主華々の作業乏之主ヨ~&方

10 法務的己寝前UeJ..t..あ、i事弱与のか・現 1亡きあち。

フ壬つめて乏之~~乙，地丈通用 t:..'::. ちかき''C9; ~衡をけt '白島内正当+O.-c定うく芯

つ之<玉。二うした点につれて 1ユ， 拾すぺ“~~ぐの隔が・あ S1夕、，今回広封書と外 1)

e:J:什?と 1t 0 

N.B. 宣伝をか隔て一個1互の八、、Z(j)、く乙li'乞'7Y'1' .平、jν の丈所長aιと界平鶴子，

15" 史文言工)L 1¥う面白1¥:1ζp."ef， ~。ニ恥は，最疋9色吉限後Iーあらわ札予三台佐官、の
r.'J口

組俸をある蝕i受とし之罷み陣ごう2:1\ク割、みた、~\，二三で摂間二l U'\.之 1\ ~動7初骨

量与三一一二肌思切しっさま之し正直侭君事一ーの紘文通用品正当程]&.， è.'の~;，に保

証主汎2φ か'? (一度属探l手うまく有?でI\~&.:)骨折'.. 4:;しか哲三モンヱヅ

ロザーの勃ヰ適用-z.. I\? 了 f ヂTI犬、主きマ~~記号輪唱とをとt に柄、之 21\3 之

之D I \う位争門7&Cろかちし~G-I\o) 手巳エソロヲ¥-iCi，吉正事記号涛之 γV'=ー!し司

記号毘とl芯コにと泊。 ょう:l'i'e-oS官官三二以1<3\芝生、う簡博こt 仇て，，~めか~ =うし

F三極閣をそうっ之罷ると空寝面白 1¥ .. 

嘆き lL. 詑号論の限界に関蓮す~m:判。。っ降この点を私l手強摘し之おき t

¥ ¥ ' 

わが呂の昨今の記号論1次代リが，成イ干、ズ旦ギ一夜気と也村~ ~モラのであ三

二之 E めべ、た。記号論 l丸首長消責祉をミの史館設・f-t'-ム三して， を仇白体/(f.ヤ

活安の均泉宅、あり. 11 9ロ快引にヤ 17)ν千ャ一千邑旬の思かさモ之I志や:!.~I\" て 1\

~o ~拘1 の恵三主花王まし立に千乏 β， U¥.1忌¥1_ 金子生 1三十7‘、ーム。

こうした宰箆の乏ffi.rJ..-， γ スヱーJレ切記号設のうちにモゴミめら仇3官後lユ主

3b 惇~ìf3吉之 E (J'..フたく明リ l志志したよさ，供蒋に形式的存託号の苓~色 E主三 z.1::....

2ヲ

ラーム

v 二のよう 7三分誕討手債の跨千々に Ief.， . モトヲ~f;世帯!:l...<さ革命令ヤ芯作業記、ヲたの君、再玉。

しかし lいたんこのよう5..17離が丸宝し，記号 tf.ござ界の碩民意さ、ある二之 7ド‘不足

取1つ、、けられた存ら，次f二元与すパ、さ!手， 也県の1d.7l-さ記号と記号I.-X首rr的立主fると

tJ:.'1 ¥かにせめを、あう之 I\玉が E 毛 Z~ 二モ二であ 3 う o ミうし tてめ宣明、\\の魚

tr.:'， -Z:入とグ〉島1手であリ_ ?f... F--何鳥守、ぁ~-二こに直h lt\.るようにJj.. ~ 0ヲI"'l-.宰主 Z 

17 C'あ三q

フーコ一司切の乏 E 写!ユ. 程 Tr

之島悼の党簡導的地積 t=~到1 i兎しよ

うとす三量、き~岳会 1手仕事であ三う q

L 灯、しわが旦のもて号論巳τ~1T の千

一二Zモ迂回し， 巴束墜乏に7弘ジあが 3う三こした。二 u¥.1ポコ之モロザーで五りー埠

10 

1じ/回復去のロヤ、、ャって、、 a三。

きさ号見曳降下乙し 17、に抱i円主主買ー長~2B~i)、~ '2.(，礼7ヌ程11~こ L車討するヨこま. 1::. (:二

之ぽ恒常とし'2..， まT三iZ弘之してえさZをモこら乞 2弘之さに経桔ゃi玄・政治主こ1¥.:>

た，見付α ちっと t 中 I~的き帳乙 1 \告ロ決官、注~t(、之 1\ d <>ちとよりこうした襲 15' 

伝的7a.t!!!弔 I~ ，主る詫警の~~芝左志した γ 叉ュー)ν の間匂す吾、乙こ三で、 l手7志乃ヲ

Eかさと ι仇ぬ o しかし マlしつ之主室長1eJ-ゆくとちこうした領土々に白1¥之いたの

さおり. 全子亘怠記号鵠乏をうし主周l亡に Z ゥてがえ 3 二とか:C' 主 Z わ門~‘r.J.~

I ¥。

わが国 Id-伝締ぽ珍仁遁準乙t友喜代、ミ王様是正島専問の億五一一種写一一左史1¥て乏2c

F-:o ~ぎのかわりに非掃工笠啓神誌思老m・ 1極E ミぎか-0;:之さた。 \1 手直行してい:3 ~c. 

号室ゐとコヱ『三且ザー「五 二うし巳ゐ 11ま¥¥怠沖詫思乏がよう令くヨヲ専問的志

怠芭を砕つけたとこ 5/ ~ \\う示、 e~- 乏が、ma.o をこで、私1d-7 アシ干・ 2 之も

且ザーを濯場9'~".来、あら h 之j\ ~与の尽， ~.政治2ぅ、 Ju・、健i苔の記号均0 ，1五り a

記号と寵刀〈乃 J夏動に潤ず 3新ι 1\事会当旬、 2ち ~o )賓卒朝臣閤--;三曳主E持参そに(f，‘ 25"

11 -Z，マ lレワス主第五;長;苓93二と君eV:>.3 0 
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